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　　　　　　　　　　　星座の新戚覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稻　埴　　武　五
　星座の鑑賞は，昔ながらの祠1話的懐古もまた科二三分析もよいが，自分勝
手に色々の直観や聯想によって仰室し感嘆するのも良v・と思ふ．思付きを臆
面』もなく述べよう．
　牡牛座のヒヤデス星團が東天に直立すると正しく湯島となる，マツタ1ホ
ンとみてもよv・，しかもそれが西天で倒になると小姑の顔に似てくるのは可
笑しい．同座のプレヤデスは三石函でもよいが僕には蛆の集りのやうに観え
るのは汚い話だ．両夫オリオンは日本的に観れば源爲朝であって，馬の生皮
と謂はれる部分は彼の晶晶になる，すると牡牛座は大島へ二つた軍船でなけ
ればならない．大四漫形は爲朝が鎧を着てみるので四角張ってみるのだらう．
またオリオンを素論鳴尊とし，更に二二の蜴座を八面蛇として，ギリシャ榊
話に彷彿とさせるのも面白い．が，このオリオンが西に傾いて横になると今
にも壊れそうで不安でたまらなV・．とまれオリオンを蝶形ネクタイとする野
尻氏の観黒占には諸手を墾げて一畳成である．同じくこの附近の大犬座は派手
な三角定規屋と思はれ，双子座のカスタ1とポルツクスとは横濱埠頭の入口
を聯想させる．
　黄昏の霜の中で古V・瓦斯燈を眺めて鬼宿のプレセペを想出したことがあ
る．その東の獅壬座は杢く大鎌の實感を以て迫って來る。海蛇はその名で見
るためか何だか無氣味な星座で仕方がない．
　柄杓といへば直ぐ頷けるあの北斗七星は鯛焼の鎭なんかと思ふより矢張り
大柄杓の方がよい．あの中には全天を廻縛させる極軸へ流す注油が入ってゐ
　　　　　　クチる．1度その口が北極へ向いてみるのは好都合である。この南のアノレクトウ
ルスとスピ1カ日は少年少女向の｛浮情詩に似た感傷的のアトモスフェア1を
醸出する二上形の北冠座はジャズのドラムにも似てみるし，また悪戯好きの
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小兇に雷様の太鼓があると教へるのもよいだらう．が，これは直観だからや
．はり王冠の方がしっくりしてみると思ふ．
　夏室を飾る蜴座はその雄大な構圖と豪奢な光輝とからで僕の好きな星座
だ．東京に住む僕などは涼豪でや散歩の途中で，南の町並の上に直立する大
蜴を眺めて，せめてもの氣ばらしにしてるる、この毒虫蜴の實感を件ふ星座
は云々のイニシャルである．何故なら大S字だから＿＿．＿またこれを横に
すると。・の無限大の符號になって宇宙の歯面を語ってもみる．しかしもっと
詩的に観れば，蝸座は寳石造の大スプ1ンになり，地鼠線から夏の供物のア
　　　　　　　セリイスクリ1ムが迫出て來る様に思へる．
　蜴座の東には玩具屋の感鰯がある．といふのは，山回だらけの射手座を仰
ぐと，百貨店へ行った小児の檬に限を瞠って躍虚してしまふのである．有名
な七夕課はその全部が支那よりの輸入でないといふ民俗學の研究を富んだ事
があるが，その詮索は兎角として，銀河の只中に浸る矢座はロケットの模型
とみるよりは，なつかしい少年時代を追想させて臭れるあのパチンコとした
方がよv・，
　白烏座はやはり玩具の彌次郎兵衛に似てみる．それが西の回忌で倒立する
と，なんと，銀河を焔の背景とする不動明王の降魔の創となってしまふのは
ひどい攣り方である。すうと束のカシオペイアは早稻田のイニシアルが好適
だ．その南の天馬ペガスは土俵の四本柱にも見えるが，それが中天に懸ると
あの大きなスケ1ルの中へ何か落書がしたくなる．
　最後に，昨夏南洋で南十字星を初めて仰V・だが，それが傾V・てるたSめか，
十字といふ感毘は少しもなくて壊れか㌧つた小丘のやうであった．もし北室
にあったらば一等星があるといふ事で眼を向けさせる位であらうと思った．
　　　　　　　　　☆　　　　　　★　　　　　　☆
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